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筆
者
は
こ
れ
ま
で
、平
家
一
門
の
考
証
を
成
し
、『
尊
卑
分
脈
』
に
は
釣
ら
れ
な
い
が
、

古
記
録
・
一
部
『
平
家
物
語
』
伝
本
の
み
に
見
え
る
人
物
を
、
他
の
中
世
系
図
と
の
対

照
よ
り
、
実
在
が
確
認
出
来
る
事
を
確
認
し
た
（
１
）。
そ
の
中
で
『
源
平
盛
衰
記
』
の

中
に
実
在
不
明
、
ま
た
は
実
在
人
物
が
前
名
で
登
場
す
る
例
を
指
摘
し
、
そ
の
成
立
に

つ
い
て
も
推
定
し
た（
２
）。
本
稿
で
は
そ
の
後
調
査
で
来
た
中
世
系
図（
３
）を
も
参
照
し
、

軍
記
や
物
語
に
於
け
る
架
空
人
物
の
成
立
と
、
問
題
の
中
世
系
図
の
成
立
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。

　

一
、
兼
盛

　
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
三
十
一
「
維
盛
惜
妻
子
遺
」（
４
）
の
都
落
に
、

新
三
位
中
将
資
盛
・
左
中
将
清
経
・
左
少
将
有
盛
・
侍
従
忠
房
・
兼
盛
・
備
中
守

師
盛
五
六
人
ノ
弟
達

と
登
場
す
る
小
松
の
公
達
の
兼
盛
が
、
他
の
現
存
『
平
家
』
諸
本
、
古
記
録
に
見
え
ず
、

都
落
に
登
場
す
る
筈
の
な
い
架
空
の
人
物
と
思
は
れ
る
事
、
一
方
、
文
禄
本
『
平
家
』

巻
十
二
付
載
の
系
図
（
５
）
に
同
人
が
見
え
る
が
、『
盛
衰
記
』
よ
り
の
引
用
で
は
な
く
、

『
盛
衰
記
』
は
兼
盛
を
載
せ
る
別
の
系
図
を
利
用
し
た
と
推
定
し
た
（
拙
稿
②
）。　

　

然
る
に
そ
の
後
、
兼
盛
を
掲
載
す
る
他
の
系
図
に
気
付
い
た
。
天
理
大
学
図
書
館
吉

田
文
庫
蔵
『
平
氏
系
図
』
一
帖
四
紙
（
吉
六
二

－

十
八
）
で
、『
吉
田
文
庫
神
道
書
目 

録
』
に
よ
れ
ば
近
世
初
期
写
と
あ
る
。
法
量
は
、
竪
二
四
・
三
糎
で
本
文
一
筆
。
同
系

図
は
、

　

１
、
堂
上
平
家
（
時
忠
一
族
）

　

２
、
平
家
郎
等
家
貞
家
系

　

３
、
北
条
氏

　

４
、
坂
東
平
氏
（
①
千
葉
氏
・
②
秩
父
氏
〔
畠
山
・
小
山
田
〕・
③
三
浦
氏
・
④
長
江
氏
）

　

５
、
清
盛
流

よ
り
成
る
が
、
１
、２
、４
は
簡
潔
で
鎌
倉
初
期
の
族
人
ま
で
、
３
も
北
条
氏
各
流
を
鎌

倉
幕
府
滅
亡
の
族
人
迄
簡
潔
に
載
せ
る
か
ら
、
族
人
を
詳
し
く
載
せ
る
の
は
５
の
清
盛

流
と
云
ふ
事
に
成
る
。
以
下
、
吉
田
本
『
平
氏
』
と
略
す
る
。

　

成
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
５
の
頼
盛
の
俗
人
男
子
を
見
る
に
（
６
）、

　
（
吉
田
本
『
平
氏
』）　　
『
尊
卑
』　　
　
『
脱
漏
』

　
　
　
正
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
三　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

河
内
守
従
五
位
下

　

保
盛　
　
　
　
　
　

保
盛　
　
　
　

保
業

　
　
　
モ
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

右
兵
佐　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

元
暦
元
年
六
月
五
日
任
河
内
守

　
　
加カ
ガ
ノ
カ
ミ

賀
守
従
四
下　
　
　
　
　
　

 　
　

蔵　

紀
伊
守　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

蔵　

左
兵
衛
佐
中
宮
亮
正
三
位

　

光
盛　
　
　
　
　
　

為
盛　
　
　
　

保
盛

　
　
ミ
ツ
モ
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

承
元
五
年
八
月
十
四
日
出
家

　
　
　
従
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
渡
守　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

加
賀
守
従
四
位
下
紀
伊
守

　

為
盛　
　
　
　
　
　

仲
盛　
　
　
　

為
盛

　
　
タ
メ
モ
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
兵
衛
佐

　
　
　
兵

ヒ
ヤ
ウ
エ
ノ
ス
ケ

衛
佐
正
五
下　
　
　
　
　
　

  

武
蔵
守
従
五
下　
　
　
　
　
　
　

 　

 

右
兵
衛
佐
佐
渡
守
正
五
位
下

　

仲
盛　
　
　
　
　
　

知
重　
　
　
　

仲
盛

　
　
ナ
カ
モ
リ

架
空
平
家
一
門
伝

佐
々
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紀
　
一
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備ビ

ツ
テ
ウ
ノ
カ
ミ

中
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

備
中
守
従
五
位
上　
　
　

  　
　

丹
後
侍
従

　

師
盛　
　
　
　
　
　

師
盛　
　
　
　
　

忠
房

　
　
ノ
リ
モ
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

  

土
佐
守

　

兼カ
ネ
モ
リ盛　

　
　
　
　
　

宗
實　
　
　
　
　

宗
実

　
　
土
佐
守

　

宗ム
ネ
ツ
ラ實

　
　
左
大
臣　

経
宗

　
　

猶
子

と
あ
る
。
文
禄
本
系
図
で
は
忠
房
が
無
く
、
本
箇
所
で
は
両
系
図
の
関
係
が
明
確
で
は

な
い
が
、
１
を
見
る
に
、

　
（
吉
田
本
『
平
氏
』）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

別ベ
ツ
タ
ウ当
左サ

衛エ

門モ
ン
ノ
ス
ケ督

　
　
大
納
言
正
二
中チ
ウ
グ
ウ
ノ
ダ
イ
ブ

宮
大
夫　
　
　
　

 　

従
三　

左サ
チ
ウ
ジ
ヤ
ウ

中
将　
　
　

  

ト
キ
ム
ネ　
　
　
　
ト
キ
カ
ヌ　
　
　
　

ト
キ
イ
エ　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

時
忠　
　
　
　
　
　

時
実　
　
　

時
宗　
　

時
兼　
　

時
家　
　

　
　
ト
キ
タ
　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ト
キ
サ
ネ　　
　
　
　
　
　

　
　
次
ツ
キ
ノ
チ
ウ
ナ
ゴ
ン
ジ
ヤ
ウ

中
納
言
正
二　
　
　
　
　
　
　

 　

大
ダ
イ
ジ
ヤ
ウ
ニ
ウ
タ
ウ
ノ
シ
ツ

政
入
道
室　

　

親
宗　
　
　
　
　

二
位
尼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
チ
カ
ム
ネ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
ノ
ア
マ

　
　
高タ

カ
ク
ラ
ノ
ヰ
ン
ノ
ボ
コ
ウ

倉
院
母
后　
　
　
　
　
　
　
　

    

法ホ
ウ
ヰ
ン印

法ホ
ツ
セ
ウ
ジ
ノ
シ
ユ

勝
寺
執
行ギ

ヤ
ウ

　
　　
　
　
　
　
　
　
　

　

建
春
門
院　
　
　
　

能
円　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ケ
ン
シ
ユ
ン
モ
ン
ヰ
ン　
　
　
　
　

 

ノ
ウ
エ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
文
禄
本
系
図
）　　
　
　

　
　
法
勝
寺
執
行

　

能
円

　
　
建
春
門
院

　

一
女

　
　
重
盛
公
室

　

二
女

　
　
宗
盛
公
室

　

三
女

　
　
　
武ム

サ
シ
ノ
カ
ミ

蔵
守　
　
　
　
　
　
　
　
　　

従
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

武
蔵
守
従
五
位
下

　

知
重　
　
　
　
　
　

光
盛　
　
　
　

知
重

　
　
ト
モ
シ
ケ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
少
将
従
三
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

号
池
三
位

と
あ
り
、
為
盛
と
光
盛
の
脇
書
の
混
乱
を
見
る
に
、
先
行
系
図
が
存
在
し
、
そ
れ
を
崩

し
て
ゐ
る
事
が
分
か
る
（
加
賀
守
・
兵
衛
佐
は
為
盛
の
脇
書
）。
ま
た
５
の
宗
盛
子
の
、

　
（
吉
田
本
『
平
氏
』）　　
『
尊
卑
』　　
　
　
『
脱
漏
』

　
　
従
五
下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
五
下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

従
五
位
上

　
　

能ヨ
シ
ム
ネ宗　
　
　
　
　
　
　

能
宗　
　
　
　
　

能
宗

　
　
号
カ
ウ
ス

二

副
フ
ク
シ
ヤ
ウ
グ
ン
ト
将
一
八
歳サ
イ
ノ

若ワ
カ

公キ
ミ　
　
　
　
号
自
害
大
夫　
　
　
　
　
　

号
自
在
大
夫

と
脇
書
が
あ
る
が
、
宗
盛
子
の
副
将
は
「
内
府
子
息
六
歳
童
形
〔
字
副
将
丸
〕」（
７
）

と
見
え
、『
平
家
』
一
部
諸
本
で
は
五
歳
と
す
る
伝
本
が
あ
る
（
８
）。
対
し
て
長
門
本

を
含
め
八
歳
と
す
る
『
平
家
』
諸
本
の
記
載
は
、
母
の
宗
盛
北
方
（
時
信
女
子
）
の
没

年
に
合
せ
て
改
変
し
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
訳
だ
が
（
９
）、
吉
田
本
『
平
氏
』
は
端
的

に
『
平
家
』
を
参
照
し
て
ゐ
る
可
能
性
を
指
摘
出
来
よ
う
。
同
様
５
の
基
盛
の
「
安ア

キ
ノ芸

判ハ
ン

官グ
ワ
ン」
は
、
同
人
の
極
官
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
保
元
の
乱
当
時
の
呼
称
「
安
芸

判
官
基
盛
」
を
持
つ
『
盛
衰
記
』
巻
三
十
二
「
行
盛
定
家
卿
ニ
歌
ヲ
托
ス
事
」・『
保
元

物
語
』
上
「
官
軍
方
々
手
分
事
」（
10
）
の
影
響
を
受
け
る
か
。

　

さ
て
本
系
図
に
問
題
の
兼
盛
が
見
え
る
。
清
経
の
次
よ
り
挙
げ
れ
ば
、

　
（
吉
田
本
『
平
氏
』）（
文
禄
本
系
図
）　　
『
須
磨
寺
之
笛
之
遺
記
』（
11
）

　
　
左サ
チ
ウ
ジ
ヤ
ウ

中
将
従
四
下　
　
　
　
　

 　
　
　

左
少
将
上
四
位
下　
　
　
　
　

  

左
少
将

　

有
盛　
　
　
　
　
　

有
盛　
　
　
　
　

有
盛

　
　
ア
リ
モ
リ

　
　
侍ジ

従ジ
ウ

丹タ
ン

後ゴ
ノ
カ
ミ守　
　
　
　
　

 　
　
　
　

侍
従　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

備
中
守

　

忠
房　
　
　
　
　
　

兼
盛　
　
　
　
　

師
盛

　
　
タ
ヽ
フ
サ
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従
五
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使　
　

筑
前
〔
後
〕
守 

平
田
冠
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
貞

家
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
五
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使　
　

筑
前
守　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞
能

通
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
二
〔
三
〕
郎　

  　

使　

    

左
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
実　
　
　
　

貞
頼

そ
の
Ａ
範
季
流
に
近
い
事
に
成
る
。
然
る
に
『
古
系
図
集
』・
中
条
本
に
は
、
Ａ
範
季

流
家
貞
が
無
く
、菊
亭
本
『
尊
卑
』・『
脱
漏
』「
平
氏
系
図
」
で
は
、囲
み
の
家
貞
に
「
イ
」 

（
菊
亭
本
『
尊
卑
』）・「
異
本
」（『
脱
漏
』）
の
標
記
が
あ
る
。
ま
た
妙
本
寺
本
に
は
Ｂ

の
正
季
流
が
な
く
、

　
　

貞
季

範
季

季
盛

季
宗

宗
清

家
清

光
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
者
所
右
馬
允　
　
　

同
上
肥
后
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
貞

貞
能

通
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
兵
衛
尉　
　
　
　

左
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
五
位
下　

　
　
　
　

  　

貞
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
者
所　
　
　

  

兵
衛
尉　
　
　

 

左
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

範
仲　
　

信
国

家
国

貞
国

と
Ａ
範
季
流
で
あ
る
が
、
吉
田
本
『
平
氏
』
と
一
致
し
な
い
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
現
在

見
る
『
尊
卑
』
は
Ａ
範
季
流
の
家
貞
を
後
補
し
た
も
の
だ
ら
う
。

二
、
吉
田
本
の
性
格
及
び
『
須
磨
寺
之
笛
之
遺
記
』
依
拠
の
系
図

 

依
然
、
吉
田
本
『
平
氏
』
の
成
立
、
特
に
『
盛
衰
記
』
と
の
関
係
が
問
題
で
あ
る
。

諸
系
図
で
異
同
が
大
き
い
、
３
の
北
条
時
政
に
至
る
歴
代
を
見
る
に
、

と
あ
り
、
藤
原
顕
憲
の
子
で
、
時
子
・
時
忠
の
異
父
弟
能
円
（
12
）
を
平
時
信
子
に
位
置

づ
け
る
特
殊
な
点
で
共
通
す
る
が
、
そ
の
他
の
記
載
人
物
・
方
法
で
は
異
な
る
。
ま
た

２
の
平
家
郎
等
の
家
貞
家
系
で
あ
る
が
、

　
（
吉
田
本
『
平
氏
』）

　
　
駿ス
ル
カ
ノ
カ
ミ

河
守　

 　
　

筑チ
ク
ゼ
ン
ノ
カ
ミ

前
守　
　

 　

筑チ
ク
ゴ
ノ
カ
ミ

後
守　
　

 　

肥ヒ
ゴ
チ
ク
コ
ト
ウ
ノ
カ
ミ

後
筑
後
等
守　
　
　

 

左サ
ヒ
ヤ
ウ
エ
ノ
ゼ
ウ

兵
衛
尉

　
　

貞
季

範
季

家
貞

貞
能　
　
　

宗
清

　
　
サ
ダ
ス
ヱ　
　

 

ノ
リ
ス
ヱ　
　

 

イ
ヱ
サ
ダ　
　

 

サ
タ
ヨ
シ　
　
　
　
　

  

ム
ネ
キ
ヨ

　
（
文
禄
本
系
図
）（
形
態
を
変
へ
て
ゐ
る
）

　
　
正
五
位
下
越
前
守　

使
従
五
位
上　
　

使
従
五
位
上

　
　

正
度

維
盛

盛
方

季
房

家
貞

貞
能

と
あ
り
、
文
禄
本
系
図
の
承
接
に
は
誤
り
が
あ
る
が
、
端
的
に
家
貞
迄
、
両
者
一
致
し

な
い
事
が
分
か
る
。
目
下
、両
系
図
間
に
直
接
の
交
渉
は
無
い
と
考
へ
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
『
盛
衰
記
』
巻
一
「
五
節
夜
闇
討
」
は
家
貞
の
家
系
に
つ
い
て
、
Ⅰ
「
進
三
郎

大
夫
季
房
子
」・
Ⅱ
「
木
工
右
馬
允
貞
光
孫
」
と
す
る
か
ら
吉
田
本
『
平
氏
』
に
一
致

し
な
い
。
長
門
本
・
文
禄
本
・
中
院
本
（
13
）
は
『
盛
衰
記
』
に
同
じ
で
、
そ
れ
以
外
の

現
存
『
平
家
』
は
Ⅰ
の
み
の
言
及
で
（
延
慶
本
・
四
部
合
戦
状
本
・『
源
平
闘
諍
録
』・

南
都
本
・『
平
家
打
聞
』
巻
五
「
貞
能
」）（
14
）
と
も
一
致
し
な
い
。

　

寧
ろ
大
系
本
『
尊
卑
』
で
は
、Ａ
範
季
流
と
Ｂ
正
季
流
の
二
箇
所
に
掲
出
さ
れ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
五
上

　
　
駿
河
守
従
五
上　
　

使　

筑
後
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

主
殿
助

　
　

貞
季

範
季

季
盛

（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

維
範　
　
　
　
　
　

範
仲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
馬
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

範
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

   

筑
後
守　
　
　

   

同

　
　
　
　
　
　
　
右
京
進　
　

 　

進
平
太　
　

 　

進
三
郎
大
夫　

家
貞

貞
能

　
　
　
　
　
　

正
季

範
季

季
房
　
　
右
兵
尉　

 　
　
〔
右
兵
衛
尉
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

季
宗

宗
清

家
清

従
五
上

佐
渡
守

大
監
物

Ｂ Ａ
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（
吉
田
本
『
平
氏
』）

　
　
常ヒ
タ
チ
ノ
カ
ミ

陸
守
従ジ
ユ

四
下　

  

コ
レ
ト
キ　
　

  

ナ
ヲ
カ
タ　
　

 

キ
ヨ
ノ
リ　
　

  

ト
キ
ナ
ヲ

　
　

維
将

維
時

直
方

聖
範

時
直

　
　
コ
レ
マ
サ

　
　
　
ト
キ
イ
ヱ　
　

  
遠ト
ヲ
タ
ウ
ミ
ノ
カ
ミ

江
守
北ホ
ウ
デ
ウ条

　
　

時
家

時
政

（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
ト
キ
マ
サ

と
あ
る
。『
古
系
図
集
』・『
尊
卑
』・
野
津
本
『
北
条
系
図
』（
15
）
で
は
時
家
・
時
政
の
間
に
、

時
方
が
入
る
事
以
外
は
吉
田
本
『
平
氏
』
に
同
じ
で
あ
る
（
16
）。
ま
た
５
の
経
盛
流
で
、

　
（
吉
田
本
『
平
氏
』）　　
『
尊
卑
』　　
　
　
　
　
『
須
磨
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
勅
新
拾
作
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
兵
佐
〔
左
馬
権
頭
〕

　
　
但タ
シ
マ
ノ
カ
ミ

馬
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
馬
守
正
四
下　
　
　
　
　
　
　
　

但
馬
守

　

経
正　
　
　
　
　
　
　

経
正　
　
　
　
　
　

経
正

　
　
ツ
ネ
マ
サ

　
　
刑ギ
ヤ
ウ
ブ部
大タ
ユ
ウ甫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
部
大
甫
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
狭
守

　

広
盛　
　
　
　
　
　
　

経
兼　
　
　
　
　
　

経
俊

　
　
ヒ
ロ
モ
リ

　
　
伊イ
ガ
ノ
カ
ミ

賀
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
部
大
甫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
官
大
輔

　

経
俊　
　
　
　
　
　
　

広
盛　
　
　
　
　
　

敦
盛

　
　
ツ
ネ
ト
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
従
五
下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

若
狭
守

　

敦
盛　
　
　
　
　
　
　

経
俊

　
　
ア
ツ
モ
リ

　
　
刑ギ
ヤ
ウ
ブ部
大ノ
タ
ユ
ウ甫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
狭
守

　

経
光　
　
　
　
　
　
　

経
光

　
　
ツ
ネ
ミ
ツ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
五
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敦
盛

と
、
広
盛
・
経
光
を
共
に
持
つ
の
は
『
尊
卑
』・『
脱
漏
』
で
あ
る
（
17
）。
広
盛
は
『
盛
衰 

記
』・
四
部
本
に
も
登
場
す
る
が
、経
俊
の
伊
賀
守
任
官
は
史
実
で
あ
る
も
の
の
（
18
）、『
平

家
』
に
は
「
若
狭
守
」
と
し
か
見
え
な
い
。

　

更
に
前
掲
の
５
の
頼
盛
流
で
、
知
重
を
持
つ
の
は
『
尊
卑
』・『
脱
漏
』・
妙
本
寺
本
・

板
本
『
源
平
系
図
』
で
あ
る
か
ら
、
吉
田
本
『
平
氏
』
は
比
較
的
『
尊
卑
』・『
脱
漏
』

に
近
い
所
が
有
る
事
に
な
る
。

　

ま
た
先
に
『
盛
衰
記
』
巻
三
十
八
「
平
家
頸
懸
獄
門
」
の
一
の
谷
の
戦
死
者
の
交
名

に
の
み
見
え
る
「
前
備
前
守
国
盛
」
に
つ
い
て
、
そ
の
官
途
を
辿
つ
た
が
（
19
）、
吉
田

本
『
平
氏
』
と
『
脱
漏
』
で
は
、共
に
国
盛
を
家
盛
子
と
す
る
点
で
共
通
す
る
（『
脱
漏
』

に
近
い
菊
亭
本
『
尊
卑
』
に
は
な
し
）。
同
時
に
教
盛
子
の
教
経
ま
で
を
挙
げ
れ
ば
、

　
（
吉
田
本
『
平
氏
』）　　
　
　
　
　
　
　
『
脱
漏
』

　
　
右ウ
マ
ノ
ス
ケ

馬
助
従ジ
ユ

五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

 

四
男　

常
陸
介
右
馬
頭
従
四
位
下

　

家
盛

国ク
ニ
モ
リ盛　
　
　
　
　
　

家
盛

　
　
イ
エ
モ
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
修
理
権
大
夫
藤
宗
兼
女

　
　
中チ
ウ
ナ
ゴ
ン

納
言
従
二　
　
　
　
　
　

号
越
前
三
位　
　
　
　
　
　
　
　

　

教
盛

通
盛
正
三　
　
　
　
　
　
　

　
　
ノ
リ
モ
リ　
　
　
　
　
　
　

ミ
チ
モ
リ

　
　
号
二

門
脇
一

　
　
カ
ウ
ス
カ
ド
ワ
キ
ト　

　
　

能ノ
ト
ノ
カ
ミ

登
守
正
五
下　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

右
馬
頭
正
五
位
下

　
　
　
　
　
　
　
　

教
経　
　
　
　
　

国
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
リ
ツ
ネ

と
な
る
。
然
る
に
『
須
磨
』
に
も
「
家
盛
の
息
に
は
、
備
前
守
国
盛
」
と
見
え
る
。
同

書
は
『
盛
衰
記
』
を
利
用
す
る
が
（
20
）、
冒
頭
の
平
家
一
門
の
系
譜
は
何
ら
か
の
系
図

に
拠
つ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
即
ち
、

（『
須
磨
』）
忠
盛
に
子
息
あ
ま
た
あ
り
、
太
政
大
臣
清
盛
公
〔
但
是
白
河
院
の
胤

也
云
々
〕、
修
理
大
夫
経
盛
、
門
脇
の
中
納
言
教
盛
、
従
四
位
家
盛
、
池
の
大
納

言
頼
盛
、
薩
磨
守
忠
度
、
法
勝
寺
の
執
行
能
円
也
（『
小
枝
』
同
）

（『
盛
衰
記
』）

忠
盛
朝
臣
子
息
ア
マ
タ
有
キ
、
嫡
子
清
盛
、
二
男
経
盛
、
三
男
教
盛
、
四
男
家
盛
、

五
男
頼
盛
、
六
男
忠
重
、
七
男
忠
度
、
以
上
七
人
（
巻
一
「
忠
雅
播
磨
米
」）
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と
あ
る
が
、
一
致
し
な
い
。
こ
れ
は
そ
れ
で
も
『
須
磨
』
の
改
変
の
可
能
性
が
あ
る
と

し
よ
う
。
し
か
し
『
須
磨
』
で
、
清
盛
子
に
、

五
男
三
河
守
知
度
、
六
男
淡
路
守
清
房
、
七
男
春
宮
少
進
維
俊
、
八
男
ハ
三
位
僧

都
全
親
也
（『
小
枝
』
で
は
波
線
な
し
）

と
あ
り
、
教
盛
子
に
、

門
脇
殿
の
子
息
に
は
、
越
前
三
位
通
盛
、
能
登
守
教
経
、
中
納
言
律
師
忠
快
、
散

位
業
盛
、
盛
縁
法
師
等
也
（『
小
枝
』
で
は
波
線
「
さ
ん
み
」）

と
あ
る
傍
線
は
、『
平
家
』
に
は
登
場
し
な
い
実
在
人
物
で
（
21
）、『
須
磨
』
が
系
図
を

利
用
し
て
取
り
込
ん
だ
と
し
て
良
い
。

　

三
書
の
脇
書
が
一
致
せ
ず
、
吉
田
本
『
平
氏
』
と
『
脱
漏
』
の
坂
東
系
図
の
大
き
な

相
違
か
ら
す
る
と
、
吉
田
本
『
平
氏
』
が
『
脱
漏
』・『
須
磨
』
依
拠
系
図
よ
り
の
派
生

と
証
明
す
る
事
は
困
難
で
、
寧
ろ
『
須
磨
』・『
塵
荊
鈔
』
巻
九
「
平
氏
之
事
」、
更
に

は
上
杉
本
『
平
家
け
い
つ
』（
22
）
等
々
、
室
町
時
代
に
は
多
種
の
平
家
系
図
が
伝
来
し

て
ゐ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

　

現
在
の
所
、
吉
田
本
『
平
氏
』
の
成
立
過
程
の
一
端
の
手
掛
か
り
に
な
る
と
思
は
れ

る
の
が
、
３
の
清
盛
子
で
女
子
の
後
に
付
さ
れ
る
男
子
の
箇
所
で
、

　
（
吉
田
本
『
平
氏
』）　
（
延
慶
本
系
図
）　　
　
『
野
辺
』
二
〇
「
平
氏
系
図
」

　
　
丹タ

ン
バ
ノ
カ
ミ

波
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淡
路
守　
　
　
　
　
　
　
　
淡
路
守
従
五
下

　

清
邦　
　
　
　
　
　

清
房 

従
五
下　
　
　
　

清
房

　
　
キ
ヨ
ク
ニ

　

清キ
ヨ
カ
タ方　

　
　
　
　
　

清
方　
　
　
　
　
　

清
方

　
　
若ワ
カ
サ
ノ
カ
ミ

狭
守

　

経
俊　
　
　
　
　
　

維
俊　
　
　
　
　
　

維
俊

　
　
ツ
ネ
ト
シ

と
あ
る
が
、
実
在
不
明
の
清
方
を
釣
る
の
は
他
に
延
慶
本
系
図
・『
野
辺
』
二
〇
「
平

氏
系
図
」
で
、
維
俊
の
位
置
か
ら
す
る
と
、
吉
田
本
『
平
氏
』
の
経
俊
は
、
こ
れ
を
改

め
た
も
の
で
あ
ら
う
。
但
し
４
の
坂
東
系
図
部
も
延
慶
本
系
図
の
収
載
人
物
に
ほ
ぼ
重

な
る
が
、
次
の
例
の
様
に
完
全
に
一
致
し
な
い
。
先
の
北
条
氏
系
図
で
も
延
慶
本
系
図

と
一
致
し
な
い
か
ら
、
こ
れ
ま
た
直
接
の
関
係
は
無
い
と
判
断
さ
れ
る
。

　
（
吉
田
本
『
平
氏
』）　　
　
　
　
　
　
（
延
慶
本
系
図
）

　
　
千
葉
介　
　
　

  

千
葉
大
介　
　

 

千
葉
介　
　
　
　
　
　

 

千
葉
介　
　
　

 

同　
　
　
　
　

同　
　
　

 　
　

同

　
　

常
重

常
胤

胤
正　
　
　
　

常
重

常
胤

胤
将

成
胤

　
　
ツ
ネ
シ
ケ　
　

  

ツ
ネ
ノ
リ　
　

 

ノ
リ
マ
サ

　
　
　
　
　
　
ノ
リ
ミ
ツ　
　

 

小コ

見ミ

大タ

郎ラ
ウ

　
　
　
　
　

胤
光　

胤
澄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
リ
ス
ミ

　

吉
田
本
『
平
氏
』
１
で
時
忠
猶
子
（
23
）
の
時
兼
を
、
時
忠
子
に
釣
る
点
、
妥
当
で
、

他
系
図
に
見
え
な
い
が
、
そ
の
歴
史
的
価
値
が
、
概
し
て
高
く
な
い
事
は
確
か
で
あ

る
。
ま
た
そ
の
全
体
の
成
立
の
究
明
に
も
程
遠
い
。
内
閣
文
庫
蔵『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』

（
一
四
四
―
〇
〇
六
六
）
に
は
、『
盛
衰
記
』・『
吾
妻
鏡
』
よ
り
各
人
の
伝
記
を
纏
め
る

源
平
銘
々
伝
が
あ
る
が
、
そ
の
「
土
佐
守
宗
実
」
に
、「
盛
衰
ー
兼
盛
ト
云
」（
電
子
公

開
）
と
、
宗
実
と
兼
盛
を
同
一
人
と
す
る
。
宗
実
は
都
落
し
て
ゐ
な
い
か
ら
、
こ
の
比

定
は
誤
り
で
あ
る
。
確
か
に
何
人
か
の
前
名
で
あ
る
可
能
性
は
あ
り
、ま
た
吉
田
本『
平

氏
』
の
兼
盛
が
、『
盛
衰
記
』
に
淵
源
を
持
つ
可
能
性
は
完
全
に
否
定
出
来
な
い
の
だ
が
、

目
下
、
兼
盛
は
由
来
不
明
な
が
ら
、
中
世
平
家
系
図
に
存
在
す
る
人
物
で
、『
盛
衰
記
』

が
採
用
す
る
過
程
は
猶
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

三
、六
代
御
前
の
実
名

　

維
盛
嫡
子
で
、
文
覚
の
懇
願
で
助
命
さ
れ
た
六
代
御
前
は
、『
平
家
』
で
は
そ
の
後
、

頼
朝
の
猜
疑
を
避
け
る
た
め
、
出
家
し
、
父
の
後
生
を
弔
つ
た
と
す
る
が
、
文
覚
の
謀

反
に
連
座
し
、
切
ら
れ
た
と
す
る
。

六
代
御
前
十
六
と
申
し
文
治
五
年
の
春
の
比
、
う
つ
く
し
げ
な
る
髪
を
か
た
の
ま

は
り
に
は
さ
み
お
ろ
し
、
か
き
の
衣
、
袴
に
笈
な
ど
こ
し
ら
へ
、
聖
に
い
と
ま
こ

う
て
修
行
に
い
で
ら
れ
け
り
（
覚
一
本
巻
十
二
「
六
代
被
斬
」）

佐々木／架空平家一門伝
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と
あ
る
事
を
見
る
に
、母
の
願
ひ
と
裏
腹
に
元
服
す
る
事
は
無
か
つ
た
事
に
な
る
。『
平

家
』
諸
本
に
は
見
え
な
い
が
、『
尊
卑
』・
妙
本
寺
本
・
板
本
『
源
平
系
図
』
に
法
諱
「
妙 

覚
」
と
あ
り
、
諸
書
に
よ
り
時
期
が
異
な
る
が
、「
六
代
禅
師
」（
24
）・「
六
代
房
」（
25
）
と 

あ
り
、
出
家
し
て
ゐ
た
事
が
分
か
る
。

　
『
大
日
本
史
料
』
四
之
五
、
建
久
九
年
二
月
五
日
条
に
も
引
用
さ
れ
る
の
が
、
大
隅

の
禰
寝
氏
の
家
譜
『
新
編　

禰
寝
氏
正
統
系
譜
』
で
、

　
　

高
清

　
　
（
略
）

建
仁
三
年
十
一
月
廿
七
日
、
於
二
テ
関
東
田
越
川
一
ニ
、
被
レ
ル
誅ー
セ
、
年
三
十
、
法

名
良
潮
（
26
）

と
あ
り
、『
参
考
源
平
盛
衰
記
』（
27
）
に
紹
介
さ
れ
る
が
、同
氏
の
本
姓
は
建
部
氏
で
（
28
）、

仮
冒
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
（
29
）。

　

六
代
の
刑
死
時
期
が
現
存
史
料
と
異
な
る
の
だ
が
、
一
武
家
の
仮
冒
の
例
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
以
上
の
考
察
は
不
要
で
あ
ら
う
が
、『
平
家
物
語
』
の
平
家
一
門
を
花

に
比
し
た
『
平
家
人
物
論
』
の
『
墨
海
山
筆
』
別
集
巻
八
所
収
本
（
30
）
に
も
、

　
　

六
代　
御
母
新
大
納
言
女
中
御
門
成
親
卿

　
　
　
　
　
高
清

と
見
え
、
松
尾
葦
江
氏
の
諸
本
校
異
に
よ
れ
ば
、
神
宮
文
庫
蔵
『
平
家
人
物
論
』
も
高

清
を
持
つ
（
31
）。
一
方
、
蓬
左
文
庫
本
（
32
）・
慶
応
大
本
・
貞
享
三
年
板
本
（
33
）・
穎
原

本
（
34
）
に
は
な
く
、
松
尾
氏
校
異
で
は
彰
考
館
本
・
刈
谷
本
（
35
）、
更
に
は
静
嘉
堂
文

庫
本
（
36
）
に
も
高
清
が
無
い
か
ら
、
天
保
十
四
年
西
田
直
養
筆
写
の
本
奥
書
を
持
つ
墨

海
山
筆
本
が
後
補
で
、
元
禄
二
年
成
立
の
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
の
利
用
の
可
能
性
が

あ
る
。
し
か
し
「
高
清
」
は
禰
寝
氏
の
創
作
で
は
な
い
。『
武
家
年
代
記
』
中
巻
の
建

仁
三
年
条
に
も
、

　
　

十
一
廿
七
頼
家
誅
平
高
清
六
代
事
也
（
増
補
続
史
料
大
成
）

と
同
説
が
見
え
、
同
書
に
他
に
禰
寝
氏
と
の
関
係
は
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
も
書
き
入
れ
段
階
は
不
明
だ
が
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
慶
長
十
七
年
写
の
松
雲

本
『
平
家
』
巻
末
の
系
図
（
37
）
に
、

　
　
　
　
　
　
六
代

　
　
　
　
　

高
清

　
　
三
位
中
将

　
　

惟
盛
　

熊
野
那
智
浦

　
　
　
　
　
　

入
水
廾
七

と
あ
り
、
同
系
図
の
書
入
れ
に
、

讃

/

岐
守
正
盛
子
備

/

前
守
忠
盛
子

太

/

政
大
臣
清
盛
子
小

/

松
内
大
臣
重
盛

子
三

/

位
中
将
惟
盛
子
六

/

代
高
清

清
盛
祖
父
正
盛
ヨ
リ
高
清
マ
テ
六
代　

と
あ
り
、
本
文
（
巻
九
「
惟
盛
出
家
」）
の
書
入
れ
に
も
、

　
　
　

⎾

在
新
中
将
資
盛
所　
　
　
　
　
　

抑
唐
革
ト
云
鎧
、
小゙
烏゙
ト
云
太
刀
ハ
平
将
軍
貞
盛
ヨ
リ
当
家
ニ
伝
テ
維
盛
マ
テ
ハ
嫡
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⎾

高
清

ニ
九
代
ニ
相
当
ル
、
若
シ
不
思
議
ニ
世
モ
立
直
タ
ラ
ハ
、
六
代
ニ
賜タ
ブ

ヘ
シ
ト
申
セ
ト

コ
ソ
宣
ケ
レ

と
、
高
清
が
見
え
る
。
巻
末
の
系
図
部
分
は
、
菊
亭
本
『
系
図
略
』
等
（
38
）
に
同
じ
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
書
入
れ
は
後
補
と
見
る
も
の
で
あ
る
が
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）

に
は
成
立
し
て
ゐ
た
事
に
な
る
。

　

ま
た
室
町
後
期
成
立
の（
39
）、東
大
史
料
編
纂
所
蔵『
皇
代
記
並
御
系
図
』土
御
門
紀（
建

暦
）
に
、

同
三
年
三
月
廾
七
日
頼
家
誅
平
高
清
、
平
家
嫡
男
惟
盛
卿
息
号
六
代
是
也
、
文
覚

為
資
時
ハ
云
三
位
禅
師
妙
覚
（
電
子
公
開
）

と
、
月
が
異
な
る
も
の
の
、
同
じ
記
事
が
前
半
に
あ
る
。
同
記
に
は
文
覚
中
興
の
神
護

寺
関
係
の
記
事
が
多
い
が
、
こ
れ
も
詳
細
不
明
で
あ
る
。
建
仁
三
年
の
刑
死
と
言
ひ
、

元
服
と
言
ひ
、
不
審
点
が
多
い
が
、
室
町
時
代
末
期
に
は
、
俗
人
高
清
説
が
流
布
し
て

ゐ
た
事
が
確
認
で
き
た
。
六
代
生
存
説
（
40
）
と
の
関
係
も
不
明
で
、
そ
の
成
立
事
情
は

後
考
を
俟
ち
た
い
。
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四
、
平
九
郎
通
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
九
郎
通
正
は
『
保
元
物
語
』
研
究
者
も
、
ま
た
歴
史
研
究
者
も
注
意
を
払
つ
て
来

な
か
つ
た
。
そ
れ
も
当
然
至
極
、『
保
元
物
語
』
に
一
か
所
、
新
院
側
に
加
担
し
た
父

平
忠
正
と
共
に
処
刑
さ
れ
た
子
の
一
人
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

平
馬
助
忠
正
法
師
、
嫡
子
新
院
蔵
人
長
盛
、
皇
后
宮
傅
長
忠
綱
、
左
大
臣
勾
当
正

綱
、
平
九
郎
道
正
父
子
五
人
（
半
井
本
巻
下
「
忠
正
家
弘
等
被
誅
事
」）（
41
）

と
あ
り
、
宝
徳
本
系
で
も
、

平
右
馬
助
入
道
忠
正
、
嫡
子
新
院
蔵
人
長
盛
、
同
次
郎
忠
綱
、
同
三
郎
政
綱
、
平

九
郎
通
正
父
子
五
人
（
宝
徳
本
）（
42
）

と
、親
子
五
人
を
清
盛
が
斬
つ
た
と
す
る
。
当
該
本
文
が
不
安
定
な
京
図
本
系（
43
）で
は
、

（
根
津
本
）
平
馬
助
入
道
忠
正
、
嫡
子
長
盛
、
次
男
忠
綱
、
道
正
父
子
五
人
（
蓬
左 

本
・
竜
大
本
同
）

（
班
山
本
）
へ
い
ま
の
す
け
入
道
た
ゝ
ま
さ
、
ち
や
く
し
な
か
も
り
、
二
な
ん
た
ゝ

つ
な
、
ま
さ
つ
な
、
み
ち
ま
さ
お
や
こ
五
人

（
京
図
本
）
平へ

い

右ま
の
す
け

馬
助
入に

う
た
う道

忠た
ゝ

正ま
さ

、
ち
や
く
し
兼か

ね

盛も
り

、
次し

男な
ん

正ま
さ
つ
な綱

父ふ

子し

五
人
（
早

大
本
同
）

と
あ
る
が
、
父
子
五
人
は
同
じ
で
あ
る
。

　

所
が
兄
弟
の
長
盛
・
忠
綱
・
正
綱
と
異
な
り
、
通
正
の
こ
の
時
の
死
刑
及
び
、
そ

れ
以
前
の
実
在
が
古
記
録
に
確
認
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
刑
死
者
は
、『
兵
範
記
』

保
元
七
月
二
十
八
日
条
に
よ
れ
ば
、

　
　
　

今
夕
、
被
行
斬
罪
云
々

　
　

忠
貞
・
長
盛
・
忠
綱
・
正
綱
・
道
行
忠
貞
郎
等

　
　
　

已
上
播
磨
守
清
盛
朝
臣
於
六
波
羅
辺
斬
之
（
44
）

と
あ
り
、
郎
等
の
道
行
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
通
正
が
見
え
な
い
。
そ
の
前
日
の
罪
名
宣

下
に
も
、

前
馬
助
平
忠
貞　
（
中
略
）
平
国
正　

院
蔵
人
同
長
盛　

左
大
臣
家
勺
当
同
忠
綱　

平
正
綱　

同
正
方
（『
同
』
二
十
七
日
条
）

と
通
正
は
な
い
。
ま
た
『
帝
王
編
年
記
』
同
八
月
二
十
九
日
条
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）

に
も
、
刑
死
者
と
し
て
、

忠平

正
法
師　
（
中
略
）
長
盛
〔
忠
正
息
、
新
院
蔵
人
〕、
忠
綱
〔
同
、
左
府
別
当
〕、

国
正
〔
同
〕

と
あ
る
が
、
通
正
は
見
え
な
い
。

　

無
論
こ
の
時
、
以
上
の
記
録
に
漏
れ
た
刑
死
者
が
存
在
し
た
可
能
性
の
あ
る
事
は
多

田
頼
憲
・
盛
綱
親
子
の
例
を
指
摘
出
来
る
（
拙
稿
②
）。
ま
た
平
九
郎
通
正
は
、
南
北

朝
時
代
編
纂
と
さ
れ
る
『
尊
卑
分
脈
』
に
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の
伝
本
で
、
弘
治
二
年

（
一
五
五
六
）
万
里
小
路
惟
房
写
の
本
奥
書
の
あ
る
菊
亭
本
『
尊
卑
』
を
挙
げ
れ
ば
、

　
（
菊
亭
本
『
尊
卑
』）　　
　
　
　
　
（
広
橋
本
）

　
　
右
馬
助
従
五
上　
　
　

  

崇
徳
院
北
面　
　
　
　
　
　
　

  

右
馬
助
従
五
上　
　
　

  

崇
徳
院
北
面

　
　

忠
正

長
盛　
　
　
　
　
　

忠
正

長
盛

　
　
母　
　
　
　
　
　
　
　

  

母

　
　
　
　
　
　
　
　
皇
后
侍
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

皇
后
侍

　
　
　
　
　
　
　

忠
綱
○
有
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
母　
　
　
　
　
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
与
父
同
時
被
誅

　
　
　
　
　
　
　
　
宇
治
左
大
臣
勾
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
治
左
大
臣
勾
当

　
　
　
　
　
　
　

正
綱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
母

　
　
　
　
　
　
　
　
平
九
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

平
九
郎

　
　
　
　
　
　
　

通
正　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
正

　
　
　
　
　
　
　
　
母

と
見
え
る
（
45
）。
然
る
に
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
以
前
に
広
橋
兼
秀
が
所
持
し

て
ゐ
た
『
尊
卑
』
の
系
統
の
広
橋
本
（
46
）
で
は
、
通
正
の
位
置
が
下
が
り
、
同
系
統
の

吉
田
本
（
47
）・
谷
森
本
（
48
）・
大
系
本
で
は
、
正
綱
の
下
に
折
り
込
ま
れ
た
位
置
に
あ
る
。

ま
た
『
尊
卑
』
に
近
い
一
群
の
系
図
で
も
、

佐々木／架空平家一門伝
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（
菊
亭
本
『
系
図
略
』）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徳
大
寺
本
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
内
昇
殿

　
　
刑
部
卿
正
四
下
備
前
守
哥
人

　

忠
盛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
忠
盛
）

　
　
母
仁
平
三
正
十
五
卒
五
十

　
　
　
　
　
　
　
八
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
馬
頭　
　
　

新
院
蔵
人　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
綱　
　
　
平
九
郎　
　
　

忠
正

長
盛

　
　
右
馬
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
正　
　
　
　
　
　
　
　
皇
后
宮
侍
長

　

忠
正

長
盛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皇
后
宮
侍
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
綱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
九
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
正

と
、
菊
亭
本
『
系
図
略
』
が
通
正
を
別
な
位
置
に
置
く
。

　

こ
れ
は
何
ら
か
の
事
情
で
『
尊
卑
』
が
通
正
を
問
題
の
位
置
に
折
り
込
ん
で
写
し
、

菊
亭
本
『
系
図
略
』
も
そ
れ
を
踏
襲
し
た
と
説
明
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
『
尊
卑
』
が 

『
保
元
』
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
可
能
性
が
な
い
だ
ら
う
か
。
何
故
な
ら
ば
通
正
を
持

た
な
い
中
世
成
立
系
図
が
あ
る
。
妙
本
寺
本
は
複
数
系
図
が
取
り
合
は
さ
れ
て
ゐ
る

が
、
掲
載
順
に
甲
乙
と
す
る
と
、

　
（
甲
部
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
乙
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

刑
部
卿

　

刑
部
卿
忠
盛
為
義
聟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
盛

（
略
）

　

貞
正
但
馬
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
海
小
舅
、
父
子
共　
　
　
　

但
馬
守

　
　
　
　

 

平
右
馬
助　

平
大
納
言
時
忠
浄
海
ニ
被
害
ナ
リ　
　

貞
正

長
盛
崇
徳
院
蔵
人

　

忠
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
右
馬
助

　
　
　
　

 

左
京
大
夫　

猪
熊
蔵
人
盛
正　
　
　
　
　
　

忠
正　
　

正
綱
左
大
臣
勾
当

　

時
盛
駿
河
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駿
河
守

　

国
正
イ
ニ
ア
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
盛
　

忠
綱

　

長イ

盛
讃
岐
院
蔵
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
五
下

　

忠
綱
初
院
蔵
人

　

正
綱
蔵
人

と
あ
る
。
ま
た
拙
稿
に
紹
介
し
た
が
、
延
慶
本
系
図
・
上
杉
本
『
平
家
け
い
つ
』・
板
本 

『
源
平
系
図
』、『
塵
荊
鈔
』
九
「
平
氏
之
事
」（
後
掲
）
で
は
、
国
正
が
載
る
が
、
通
正

が
見
え
な
い
（
拙
稿
②
・
④
）。

　
（
延
慶
本
系
図
）　　
　
　
　
　
　

吉
田
本
『
平
家
系
図
』（
49
）

　
左
京
大
夫　

  　
逃
脱　
　
　
　

  

同

　

忠
正

国
正

正
方　
　
　
　

正ま
さ
も
り盛
　
吉
茄
承
二
年
進お
い
う
ち討
対つ
し
ま
の馬
守か
ミ

源
義

　
　
　
　
　
讃
岐
院
蔵
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

任
に
ん
す
る

但た
し
ま
の馬
守か
ミ　

讃さ
ぬ
き
の岐
守か
ミ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
さ
き
や
う
の京
大た
ゆ
ふ夫

　
　
　
　

長
盛　

有
頼　
　
　

忠た
ヽ

正ま
さ

　

長な
か

盛も
り　

忠
綱　

王
綱　

国く
に

正ま
さ　

正ま
さ

方か
た

　
　
　
　
　
新
院
蔵
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有あ
り

頼よ
り

　
　
　
　
　
同

　
　
　
　

忠
綱　

維
頼　
　
　

維
頼

　
　
　
　
　
同

　
　
　
　

正
綱　
　
　
　
　
　
　

忠た
ヽ

盛も
り

　

更
に
吉
田
本
『
平
家
系
図
』
は
、『
平
家
』
を
利
用
す
る
系
図
で
、
同
系
統
に
書
陵

部
本
（
50
）、
恩
頼
堂
本
（
51
）、
呆
犬
斎
本
（
52
）
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
忠
正
子
孫
の
記

載
が
無
い
。
故
に
吉
田
本
『
平
家
系
図
』
の
増
補
に
よ
る
混
入
と
思
は
れ
る
が
、
忠
正

の
官
の
「
左
京
大
夫
」
と
の
一
致
を
見
る
に
、
延
慶
本
『
平
家
』
系
図
に
近
い
（
53
）。

国
正
以
下
を
載
せ
る
系
図
に
は
、

『
塵
荊
鈔
』
九
「
平
氏
之
事
」

次
男
因
幡
守
忠
正
也
、
此
忠
正
ハ
保
元
ノ
乱
ノ
時
、
源ノ

為タ
メ

義
ニ
同
心
シ
テ
、
後
白

河ノ

院
大タ
イ

内ダ
イ

ヲ
攻
奉
リ
、
軍
兵
敗
北
ノ
後
、
害
ニ
逢
玉
フ
、
其
子
国
正
、
長
盛
、
維

頼
、
忠
綱
、
正
綱
等
也

や
、
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『
指
宿
文
書
』
三
〇
「
平
姓
指
宿
氏
系
図
」（
54
）

　
　
従
五
位
下

　
　
右
馬
助　
　
　
　
　
　
　

　
　
平
馬
助　
　
　

 

二　
皇
后
亮

　
　

忠
政

長
盛
讃
岐
院
蔵
人

　
　
　
　
　
　
　
皇
后
先
生

　
　
　
　
　
　
三

　
　
　
　
　

忠
綱　
　

　
　
　
　
　
　
　
左
大
弁

　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　

正
綱

　
　
　
　
　
　
　
平
九
郎

　
　
　
　
　
　
五

　
　
　
　
　

通
正

　
　
　
　
　
　
一
逃
脱

　
　
　
　
　

国
正

正
方

有
頼

維
頼

と
あ
り
、『
塵
荊
鈔
』
で
は
忠
正
の
官
名
が
一
致
し
な
い
。
一
方
の
「
平
姓
指
宿
氏
系
図
」

は
前
掲
の
菊
亭
本
『
系
図
略
』
と
同
系
で
あ
る
が
、
独
自
に
国
正
流
を
増
補
し
、
そ
の

波
線
部
は
延
慶
本
系
図
と
一
致
し
て
を
り
、
近
縁
性
を
指
摘
し
た
が
（
拙
稿
④
）、
新

た
に
吉
田
本
『
平
家
系
図
』
か
ら
も
、
共
通
先
行
系
図
の
存
在
を
窺
ふ
事
が
出
来
る
の

で
あ
る
。

　

さ
て
次
に
忠
綱
は
前
掲
『
兵
範
記
』・『
帝
王
編
年
記
』
に
は
「
左
大
臣
家
勾
当
」
と

あ
る
の
に
対
し
（
55
）、『
保
元
』
半
井
本
・
流
布
本
で
は
、
忠
綱
は
「
皇
后
宮
侍
長
」

と
あ
り
、
正
綱
の
「
左
大
臣
勾
当
」
共
に
、『
尊
卑
』
に
一
致
す
る
。
こ
れ
か
ら
す
る

と
『
尊
卑
』
の
通
正
は
同
系
『
保
元
』
よ
り
補
入
さ
れ
た
人
物
で
は
な
い
か
。

　

し
か
も
『
保
元
物
語
』
に
於
い
て
も
後
の
補
入
の
可
能
性
を
指
摘
出
来
る
。
竜
門
本

で
は
、に

じ
ゆ
う
五
日
に
源
平
を
は
し
め
と
し
て
七
人
か
か
う
へ
を
は
ね
ら
る
、（
中
略
）

平
う
ま
の
介
た
ゝ
ま
さ
、
し
ん
ゐ
ん
く
ら
ん
と
な
か
も
り
、
く
ハ
う
こ
く
う
し
ち

や
う
た
ゝ
つ
な
、
さ
大
し
ん
ま
さ
つ
な
四
人
を
は
、
は
り
ま
の
か
ミ
き
よ
も
り
う

け
玉
て
、
六
条
か
ハ
ら
に
て
こ
れ
を
き
る

と
あ
り
、
忠
正
子
の
呼
称
は
半
井
本
・
鎌
倉
本
・
流
布
本
に
近
い
の
だ
が
、
父
子
四
人

と
あ
る
。

　

こ
れ
が
竜
門
本
の
独
自
の
改
変
で
な
い
事
は
、
入
来
院
本
『
平
氏
系
図
』
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

忠
正

長
盛
崇
徳
院
蔵
人

　
　
式　

保
元
〻
七
月　
　
　
　

  　
　
　
　
　

皇
后
宮
先
生

　
　
　
廾
五
日
父
子
四
人　

　
　
　
被
討
了
、
甥　
　
　

忠
綱

　
　
　
正
盛
切
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
綱
宇
治
左
大
臣
家
勾
当

と
「
父
子
四
人
」
と
あ
り
、
刑
死
の
日
を
史
実
と
異
な
る
二
十
五
日
（
56
）
と
す
る
事
か

ら
、『
保
元
』
に
拠
つ
た
記
事
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
、
竜
門
本
同
様
の
『
保
元
』
が
存

在
し
た
と
推
測
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

　

勿
論
、
現
存
『
保
元
』
に
通
正
後
補
の
過
程
を
窺
は
せ
る
徴
証
は
無
く
、
前
掲
の
如

き
中
世
系
図
に
よ
り
、
通
正
を
除
い
た
、
寧
ろ
後
出
の
『
保
元
』
で
あ
る
可
能
性
を
完

全
に
否
定
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
『
兵
範
記
』
に
見
え
る
如
き
刑
死
者
の
五

人
目
の
存
在
を
承
け
て
、『
保
元
』
で
通
正
が
創
作
さ
れ
た
可
能
性
、
特
に
、
今
一
人

の
郎
等
道
行
を
忠
正
子
と
解
し
、
片
諱
を
「
正
」
に
変
へ
た
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
る
。

忠
正
子
の
通
正
は
架
空
の
人
物
と
推
定
す
る
。

注（
１
）　
「
桓
武
平
氏
正
盛
流
系
図
補
輯
（
上
）」（『
国
語
国
文
』
六
十
四
ノ
十
二
、
平
成

七
年
十
二
月
）・「
同
（
下
）」（『
同
』
六
十
五
ノ
一
、
平
成
八
年
一
月
）、
以
下
、

拙
稿
①
と
す
る
。

（
２
）　
「
平
家
系
図
雑
考
」（『
米
沢
史
学
』
十
九
、
平
成
十
五
年
十
月
）、
以
下
、
拙
稿

②
と
す
る
。

（
３
）　

本
稿
で
参
照
し
た
平
家
系
図
は
以
下
の
通
り
。
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ア
、『
古
系
図
集
』（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
。
電
子
公
開
）。
書
陵
部
所
蔵
の
壬
生

本
『
諸
家
系
図
』（
電
子
公
開
）、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
平
松
本
『
平
松
家

系
図
』（
請
求
記
号
二
―
ヒ
―
三
。
電
子
公
開
）
も
参
照
。

イ
、『
帝
皇
系
図
』（
尊
経
閣
文
庫
蔵
。
紙
焼
写
真
に
よ
る
。）

ウ
、『
尊
卑
分
脈
』（
大
系
本
・
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
菊
亭
本
〔
紙
焼
写
真
、

以
下
、
菊
亭
本
『
尊
卑
』〕）

エ
、延
慶
本『
平
家
物
語
』巻
頭
系
図（
汲
古
書
院
刊
影
印
）。
以
下
、延
慶
本
系
図
。

オ
、『
野
辺
文
書
』
所
収
各
種
平
氏
系
図
（
都
城
市
文
化
財
調
査
報
告
書
三
〇
『
野

辺
・
東
條
家
古
文
書
』）、
以
下
、『
野
辺
』
と
し
、
各
系
図
の
番
号
と
名
称
を

挙
げ
る
。

カ
、
入
来
院
本
『
平
氏
系
図
』（
山
口
隼
正
氏
「
入
来
院
所
蔵
平
氏
系
図
に
つ
い

て（
上
）」（『
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
』六
〇
、平
成
十
四
年
三
月
）、

以
下
、
入
来
院
本
。

キ
、
妙
本
寺
本
『
平
家
系
図
』（『
千
葉
県
の
歴
史　

資
料
編　

中
世
三
（
県
内
文

書
二
）』
の
翻
刻
）。
以
下
、
妙
本
寺
本
。

ク
、正
宗
寺
蔵
『
諸
家
系
図
』（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
）、以
下
、正
宗
寺
本
。

ケ
、
続
群
書
類
従
『
尊
卑
分
脈
脱
漏
』（
内
閣
文
庫
蔵
写
本
）、
以
下
、『
脱
漏
』。

（
４
）　

勉
誠
社
の
慶
長
古
活
字
本
の
影
印
に
よ
り
、
蓬
左
本
を
参
照
（
汲
古
書
院
の
影

印
）。

（
５
）　

日
本
古
典
文
学
会
の
影
印
に
よ
る
。
以
下
、
文
禄
本
系
図
と
略
す
。

（
６
）　

菊
亭
本
『
尊
卑
』
の
脇
書
は
『
脱
漏
』
に
一
致
す
る
。

（
７
）　
『
吾
妻
鏡
』
文
治
元
年
四
月
十
一
日
条
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）

（
８
）　

延
慶
本
六
末
「
大
臣
殿
若
君
ニ
見
参
之
事
」・
四
部
本
イ
表
記
（
汲
古
書
院
）。

（
９
）　

角
田
文
衛
氏
『
平
家
後
抄
』
第
三
章
「
平
孫
狩
り
」（
昭
和
五
十
三
年
九
月
）・

武
久
堅
氏
『
平
家
物
語
の
全
体
像
』
三
「「
大
臣
殿
物
語
」
の
主
人
公
―
宗
盛
伝

承
の
様
式
と
平
家
物
語
の
構
想
」（
平
成
八
年
八
月
、
初
出
昭
和
六
十
一
年
）・
佐

伯
真
一
氏
「
副
将
の
年
齢
と
そ
の
母
」（
水
原
一
氏
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
考
証　

一
』
所
収
〔
平
成
六
年
五
月
〕）。

（
10
）　

半
井
本
（
内
閣
本
の
電
子
公
開
）・
鎌
倉
本
（
汲
古
書
院
の
影
印
）・
京
図
本
（
電

子
公
開
）・
宝
徳
本
（
陽
明
叢
書
）・
流
布
本
（
筑
波
大
所
蔵
古
活
字
本
）
同
。

（
11
）　

冒
頭
の
系
譜
部
を
系
図
化
し
た
。
後
藤
康
宏
氏
「『
須
磨
寺
笛
之
遺
記
』
と
『
小

枝
の
笛
物
語
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
三
十
一
、昭
和
六
十
年
五
月
）

の
翻
刻
に
よ
る
。
以
下
、『
須
磨
』
と
略
。
同
系
の
『
小
枝
の
笛
物
語
』（『
室
町

時
代
物
語
大
成
』
五
）
を
も
参
照
（『
小
枝
』
と
略
）。

（
12
）　
『
山
槐
記
』
治
承
三
年
四
月
二
十
三
日
条
（
新
訂
増
補
史
料
大
成
）。

（
13
）　

但
し
文
禄
本
・
中
院
本
は
Ⅱ
傍
線
を
「
木
工
助
」
と
す
る
。
長
門
本
は
福
武
書

店
刊
本
、
中
院
本
は
三
弥
井
書
店
の
翻
刻
に
拠
る
。

（
14
）　
『
源
平
闘
諍
録
』
は
汲
古
書
院
の
影
印
、『
平
家
打
聞
』
は
島
原
松
平
本
の
電
子

公
開
に
拠
る
。

（
15
）　

田
中
稔
氏
「
史
料
紹
介　

野
津
本
『
北
条
系
図　

大
友
系
図
』（『
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
研
究
報
告
』
五
、
昭
和
六
十
年
三
月
）

（
16
）　
『
須
磨
』
で
は
「
維
衡
の
弟
を
阿
多
知
四
郎
時
範
と
名
く
、
北
条
四
郎
時
政
か

五
代
の
祖
な
り
」
と
し
て
異
な
る
。『
小
枝
』
は
傍
線
を
「
あ
た
」
と
す
る
。

（
17
）　
『
古
系
図
集
』
は
広
盛
の
前
名
の
経
兼
の
み
（
拙
稿
①
）。

（
18
）　
『
玉
葉
』
治
承
二
年
正
月
二
十
八
日
条
・
陽
明
文
庫
蔵
『
勘
例
』「
同
輩
雖
非
成

業
超
上
臈
任
受
領
例
」（
紙
焼
写
真
）

（
19
）　

拙
稿
「
桓
武
平
氏
正
盛
流
系
図
補
輯
之
裏
成
」（『
米
沢
史
学
』
二
十
二
、
平
成

十
八
年
三
月
）。
以
下
、
拙
稿
③
と
す
る
。
猶
、
書
陵
部
蔵
『
蓮
華
王
院
供
養
部

類
記
』
所
引
の
以
下
の
古
記
録
を
見
る
に
、

太
上
天
王
法
住
寺
辺
建
立
千
躰
堂
供
養
三
十
五
間
、
備
前
守
平
国
盛
造
進
之
〔
右

兵
衛
督
平
重
盛
沙
汰
之
〕（『
外
記
記
』
長
寛
二
年
十
二
月
十
七
日
条
）

　
　

と
あ
り
、

正
三
位
平
重
盛
、
造
国
司
国
盛
譲
、
造
国
司
可
為
重
儀任

歟

幷
連遷

任
云（
カ
）
々
（『
長
方

卿
記
』
同
日
条
）
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ま
た
、

伝
聞　

勧
賞　

正
三
位
平
重
盛
〔
造
国
司
国
盛
賞
譲
、件
国
盛
猶
子
也
〕（
中
略
）

造
国
司
〔
可
為
重
任
幷
遷
任
功
備
前
守
〕（『
山
槐
記
』
同
日
条
）

　
　

と
見
え
る
の
で
補
な
ひ
た
い
。
ま
た
内
閣
文
庫
蔵
『
平
家
系
図
』
一
軸
に
、

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
任
大
夫
尉

　
　
　

正
盛

貞
正
　

忠
盛

（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
右
馬
助　
　

 

讃
岐
院
蔵
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
正　
　

長
盛　
　

正
弘

　
　

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
国
正
の
可
能
性
が
あ
る
か
。

（
20
）　

前
掲
後
藤
康
宏
氏
論
参
照
。『
須
磨
』
の
「
一
谷
西
の
城
戸
口
の
大
将
軍
ハ
、

薩
摩
守
忠
度
・
備
前
守
国
盛
」
と
あ
る
の
は
『
盛
衰
記
』
を
敷
衍
し
た
か
。

（
21
）　

維
俊
は
『
兵
範
記
』
仁
安
元
年
十
月
十
日
条
・『
葉
黄
記
』
寛
元
四
年
四
月

十
六
日
条
所
引
「
仁
安
元
年
例
文
」（
史
料
纂
集
）
に
実
在
確
認
。
盛
縁
に
つ
い

て
は
拙
稿
③
参
照
。
系
図
で
は
『
尊
卑
』・
妙
本
寺
本
・『
塵
荊
鈔
』
巻
九
「
平
氏

之
事
」（
古
典
文
庫
）
に
見
え
る
。

（
22
）　

拙
稿
「
桓
武
平
氏
正
盛
流
系
図
補
輯
之
籾
殻
」（『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大

学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
四
十
三
、平
成
二
十
八
年
三
月
）
参
照
。
以
下
、

拙
稿
④
と
す
る
。

（
23
）　
『
尊
卑
』
で
は
信
国
子
に
釣
り
、「
時
忠
卿
為
子
」
と
す
る
。『
公
卿
補
任
』
天
福 

元
年
同
人
条
も
同
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）。

（
24
）　
『
吾
妻
鏡
』
建
久
五
年
四
月
二
十
一
日
条
。

（
25
）　
『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
』
建
久
九
年
二
月
五
日
条
（
増
補
続
史
料
大
成
）。

（
26
）　

東
大
史
料
編
纂
所
蔵
（
電
子
公
開
）。『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
拾
遺　

家

わ
け
一
』
所
収
『
禰
寝
文
書
』「
平
氏
禰
寝
家
系
図
」
が
同
じ
。『
諸
家
系
図
文

書
』
二
「
禰
寝
家
系
図
に
は
「
建
仁
三
年
三
十
ニ
テ
」
と
あ
る
（『
鹿
児
島
県
史

料　

旧
記
雑
録
拾
遺　

伊
地
知
季
安
著
作
集　

三
』）。

（
27
）　

巻
四
十
七
に
「
禰
寝
氏
家
譜
」
と
し
て
引
く
（
水
原
一
氏
編
『
新
訂
源
平
盛
衰

記
』
に
よ
る
）。

（
28
）　
『
桑
幡
家
文
書
』
一
二
」「
大
隅
国
図
田
帳
」（
建
久
八
年
六
月
、『
鹿
児
島
県
史

料　

旧
記
雑
録
拾
遺　

家
分
け
十
』）・『
禰
寝
氏
正
統
世
録
系
譜
』
九
「
大
隅
国

留
守
所
下
文
」（
建
保
五
年
十
一
月
）・『
同
』
十
「
禰
寝
清
重
譲
状
」（
承
久
三
年

三
月
、『
同
前　

家
分
け
一
』）。

（
29
）　

角
田
文
衛
氏
『
平
家
後
抄
』
第
八
章
「
お
ど
ろ
の
路
」

（
30
）　

東
大
史
料
編
纂
所
謄
写
本
の
電
子
公
開
に
よ
る
。

（
31
）　

松
尾
葦
江
氏
の
『
平
家
物
語
論
究
』
第
四
章
五
「「
平
家
人
物
論
」
の
基
礎
的

研
究
」（
昭
和
六
十
年
三
月
）。
以
下
、
松
尾
氏
校
異
と
す
る
。

（
32
）　

渥
美
か
を
る
氏
「
平
家
花
揃
（
蓬
左
文
庫
本
）
翻
刻
」（『
説
林
』
十
三
、
昭
和

三
十
八
年
十
二
月
）

（
33
）　

と
も
に
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
十
二
巻
所
収
。

（
34
）　

榊
原
千
鶴
氏
「
京
都
大
学
穎
原
文
庫
蔵
『
平
家
花
揃
』」（『
名
古
屋
大
学
国
語

国
文
学
』
七
十
九
、
平
成
八
年
十
二
月
）
に
よ
る
。

（
35
）　

と
も
に
松
尾
氏
校
異
に
よ
る
。

（
36
）　

外
題
『
伊
勢
平
氏
系
図
』
一
冊
。
内
題
・
奥
書
な
し
。
近
世
後
期
写
か
。
系
図 

形
式
。

（
37
）　
『
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵　

古
写
古
版
物
語
文
学
総
瞰　

軍
記
物
語　

五
三　

平
家
物
語
（
四
）』
に
よ
る
。

（
38
）　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
写
本
。
同
系
統
と
し
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
徳
大

寺
本
『
諸
氏
系
図
』（
徳
大
寺
本
と
略
）、
京
都
歴
彩
館
蔵
東
坊
城
本
（『
京
都
府

立
総
合
資
料
館
目
録
』
に
、『
新
編
纂
図
本
朝
尊
卑
分
脈
系
譜
雑
類
要
集
』
三
冊

〔
二
四
九
〕
と
あ
る
写
本
）、『
新
版
大
系
図
』
四
（
架
蔵
本
）・
内
閣
文
庫
蔵
『
葦

名
系
図
』（
電
子
公
開
）・『
諸
家
系
図
纂
』
十
一
上
「
平
氏
」（
忠
正
親
子
な
し
。

内
閣
文
庫
の
電
子
公
開
）
が
あ
る
。

（
39
）　

拙
稿
「
室
町
後
期
写
清
和
源
氏
系
図
に
つ
い
て
」（『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期

佐々木／架空平家一門伝
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大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
四
十
四
、平
成
二
十
九
年
三
月
）
参
照
。

（
40
）　
『
塵
荊
鈔
』
九
「
平
氏
之
事
」、『
諸
家
系
図
纂
』「
平
氏
」
に
は
「
号
三
位
禅
師
、

法
名
妙
光
、
於
紀
州
山
東
荘
鳶
巣
城
十
九
歳
ニ
シ
テ
戦
死
」（
内
閣
文
庫
蔵
。
続

群
書
類
従
「
桓
武
平
氏
系
図
」
が
同
）
に
刑
死
以
外
の
説
が
見
え
る
が
、
伝
説
の

域
を
出
な
い
。

（
41
）　

鎌
倉
本
ほ
ぼ
同
だ
が
、傍
線
は「
侍
」。
流
布
本
系
の
古
活
字
本
も
同
。内
閣（
二
）

本
は
「
傅
長
」
を
「
も
ち
な
か
」
と
す
る
（
電
子
公
開
）・

（
42
）　

金
刀
比
羅
本
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）・
陽
明
本
甲
（
陽
明
叢
書
）・
九
条
本
（
日

本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
）・
東
大
国
語
本
（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
資
料
叢
書
）・

九
大
本
（
在
九
州
国
文
資
料
叢
書
）・
学
習
院
国
文
本
（
電
子
公
開
）・
京
師
本
・

杉
原
本
（
共
に
古
典
研
究
会
）・
内
閣
（
一
）
本
（
電
子
公
開
）
同
。

（
43
）　

班
山
本
・
根
津
本
・
竜
大
本
は
電
子
公
開
。
蓬
左
本
は
近
藤
政
美
氏
他
校
註
本

の
翻
刻
、
早
大
本
は
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
『
軍
記
物
語
集
』
に
よ
る
。

（
44
）　

陽
明
叢
書
『
人
車
記
』
の
影
印
に
よ
る
。

（
45
）　

国
会
図
書
館
本
も
同
配
置
（
但
し
「
道
正
」）
で
、「
保
元
乱
ニ
父
子
五
人
被
誅

了
」
と
朱
書
（
電
子
公
開
）。

（
46
）　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
一
冊
。
紙
焼
写
真
に
よ
る
。

（
47
）　

天
理
大
学
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
。
紙
焼
写
真
に
よ
る
。

（
48
）　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。
紙
焼
写
真
に
よ
る
。

（
49
）　

天
理
大
学
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
（
六
二
―
一
九
）
近
世
初
期
写
、
折
本
一
帖
五

紙
。

（
50
）　

壬
生
本
『
源
平
系
図
』
一
巻
（
四
一
五
・
二
一
三
）。
電
子
公
開
に
よ
る
。

（
51
）　

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
図
書
館
蔵
『
源
平
系
図
』。
近
世
写
一
巻
。

（
52
）　

外
題
『
源
平
系
図
』。
近
世
中
期
写
一
巻
。

（
53
）　
『
野
辺
』
二
〇
「
平
氏
系
図
」
は
断
簡
で
当
該
部
を
脱
落
。

（
54
）　
『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
拾
遺　

家
わ
け
十
』
所
収
。

（
55
）　
『
兵
範
記
』
久
寿
元
年
四
月
十
四
日
条
・『
台
記
』
同
十
一
月
十
六
日
条
（
史
料

大
成
）
に
確
認
。

（
56
）　

半
井
本
・
鎌
倉
本
・
竜
門
本
・
古
活
字
本
同
。
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